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(57)【要約】
電子式物品監視（ＥＡＳ）及び無線周波識別（ＲＦＩＤ
）システムに使用するための磁気コアアンテナシステム
。磁気コアアンテナシステムは磁気コアアンテナを含む
ことができる。磁気コアアンテナは、磁気コアと、該磁
気コアの少なくとも一部の周りに配設され第１巻数Ｎｌ
を有する第１共鳴巻線と、該磁気コアの少なくとも一部
の周りに配設され第１巻数Ｎｌ以上の第２巻数Ｎ２を有
する第２非共鳴巻線とを含んでなる。磁気コアアンテナ
はシールドプレートに取り付けられ、保護された磁気コ
アアンテナが例えば、チェックスタンドの取付面上にさ
らに取り付けられるときにアンテナのいかなる意義のあ
る離調が生じないようにシールドプレート上で運用周波
数に調整される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
ＥＡＳ又はＲＦＩＤ検出システムに使用され磁気コアアンテナを含んでなる磁気コアアン
テナシステムであって、前記磁気コアアンテナは、
　磁気コアと；
　前記磁気コアの少なくとも一部の周りに配設され第１巻数Ｎ１を有する第１共鳴巻線と
；
　前記磁気コアの少なくとも一部の周りに配設され前記第１巻数Ｎ１よりも多い第２巻数
Ｎ２を有する第２非共鳴巻線と； 
を含んでなる磁気コアアンテナシステム。
【請求項２】
請求項１の磁気コアアンテナシステムであって、前記磁気コアアンテナを取り付けるため
のシールドプレートをさらに含む磁気コアアンテナシステム。
【請求項３】
請求項２の磁気コアアンテナシステムであって、前記シールドプレートは、アルミニウム
、磁気鉄及び冷間圧延鋼から成るグループから選択される磁気コアアンテナシステム。
【請求項４】
請求項２の磁気コアアンテナシステムであって、前記磁気コアアンテナは前記シールドプ
レートに少なくとも部分的に接触する磁気コアアンテナシステム。
【請求項５】
請求項１の磁気コアアンテナシステムであって、前記ＥＡＳ又はＲＦＩＤ検出システムの
コントローラに結合される一端と、前記第２非共鳴巻線に結合される他端を有する伝送路
をさらに含む磁気コアアンテナシステム。
【請求項６】
請求項５の磁気コアアンテナシステムであって、前記第２非共鳴巻線は前記第１共鳴巻線
に誘導的に結合される磁気コアアンテナシステム。
【請求項７】
請求項１の磁気コアアンテナシステムであって、前記第１共鳴巻線が共振コンデンサに直
列に結合され、前記共振コンデンサを調整することにより、前記磁気コアアンテナは前記
ＥＡＳ又はＲＦＩＤシステムの運用周波数に調整される磁気コアアンテナシステム
【請求項８】
ＥＡＳ又はＲＦＩＤ検出システムに使用するアンテナシステムであって、互いに垂直に配
設され１つの平面内に位置する第１磁気コアアンテナと第２磁気コアアンテナを含んでな
るアンテナシステム。
【請求項９】
請求項８のアンテナシステムであって、前記第１及び第２磁気コアアンテナはそれぞれ、
磁気コアと；前記磁気コアの少なくとも一部の周りに配設され第１巻数Ｎｌを有する第１
共鳴巻線と；前記磁気コアの少なくとも一部の周りに配設され前記第１巻数Ｎｌ以上の第
２巻数Ｎ２を有する第２非共鳴巻線を含んでなるアンテナシステム。
【請求項１０】
請求項９のアンテナシステムであって、前記第１及び第２磁気コアアンテナを取り付ける
ための１つのシールドプレートをさらに含んでなるアンテナシステム。
【請求項１１】
請求項１０のアンテナシステムであって、前記シールドプレートはアルミニウム、磁気鋼
及び冷間圧延鋼から成るグループから選択されるアンテナシステム。
【請求項１２】
請求項１０のアンテナシステムであって、前記第１及び第２磁気コアアンテナは前記シー
ルドプレートに少なくとも部分的に接触するアンテナシステム。
【請求項１３】
請求項９のアンテナシステムであって、前記ＥＡＳ又はＲＦＩＤシステムのコントローラ
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に結合される一端と、前記第１及び第２磁気コアアンテナの両方の前記非共鳴巻線に結合
される他端を有する伝送路をさらに含むアンテナシステム。
【請求項１４】
ＥＡＳ又はＲＦＩＤ検出システムに使用するアンテナシステムであって；
　横方向を向く長さをそれぞれ有する第１磁気コアアンテナ及び第２磁気コアアンテナと
；
　前記第１及び第２磁気コアアンテナに垂直な向きの長さをそれぞれ有する第３及び第４
磁気コアアンテナと；
を含んでなり、前記第１、第２、第３及び第４の磁気コアアンテナは１平面内に位置する
アンテナシステム。
【請求項１５】
請求項１４のアンテナシステムであって、前記第１、第２、第３及び第４磁気コアンテは
それぞれ、磁気コアと；前記磁気コアの少なくとも一部の周りに配設され第１巻数Ｎｌを
有する第１共鳴巻線と；前記磁気コアの少なくとも一部の周りに配設され前記第１巻数Ｎ
ｌ以上の第２巻数Ｎ２を有する第２非共鳴巻線と；を含むアンテナシステム。
【請求項１６】
請求項１５のアンテナシステムであって、前記第１、第２、第３及び第４の磁気コアアン
テナを取り付けるための１つのシールドプレートをさらに含んでなるアンテナシステム。
【請求項１７】
請求項１６のアンテナシステムであって、前記シールドプレートはアルミニウム、磁気鉄
鋼及び冷間圧延鋼から成るグループから選択される。
【請求項１８】
請求項１６のアンテナシステムであって、前記第１、第２、第３及び第４の磁気コアアン
テナは前記シールドプレートに少なくとも部分的に接触するアンテナシステム。
【請求項１９】
請求項１５のアンテナシステムであって、前記ＥＡＳ又はＲＦＩＤシステムのコントロー
ラに結合される一端と、前記第１、第２、第３及び第４磁気コアアンテナの前記第２非共
鳴巻線に結合される他端を有する伝送路をさらに含んでなるアンテナシステム。

【発明の詳細な説明】
【発明の分野】
【０００１】
　この開示は磁気コアアンテナに関し、特に、電子式物品監視（ＥＡＳ）及び無線周波識
別（ＲＦＩＤ）システムのための磁気コアアンテナに関する。
【発明の背景】
【０００２】
　ＥＡＳとＲＦＩＤシステムは、資産を保護及び／又は追跡するために通常利用される。
ＥＡＳシステムでは、尋問ゾーンは小売店などの保護領域、例えば、出口領域周辺に確立
される。尋問ゾーンは、尋問ゾーンに隣接して置かれた１つ又は複数のアンテナによって
確立される。
【０００３】
　ＥＡＳマーカは、保護される各資産に取り付けられる。物品が適切に購入され又は保護
領域からの取り出しに権限が与えられるとき、ＥＡＳマーカは取り外され又はディアクテ
ィベート（非活動化）される。ＥＡＳマーカが取り外されず又はディアクティベートされ
ずに尋問ゾーンに移動されると、アンテナによって確立された電磁場はＥＡＳマーカから
の応答を生じさせる。受信機として作動するアンテナは、活動（アクティブな）ＥＡＳマ
ーカが尋問ゾーンに存在することを示すＥＡＳマーカの応答を検出する。関連するコント
ローラはこの条件の表示、例えば、オーディオ・アラームを与え、ＥＡＳマーカが付けら
れている物品が保護領域から権限なく取り外されることを防ぐために適切な行動を取るこ
とができるようになる。
【０００４】
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　ＲＦＩＤシステムは、インベントリなどの様々な目的のために物品を追跡するのにＲＦ
ＩＤマーカを利用する。ＲＦＩＤマーカは物品に関連するデータを保存する。ＲＦＩＤ読
取装置は、既知の周波数で尋問信号を送信することによって、ＲＦＩＤマーカのためのス
キャンを行うことができる。ＲＦＩＤマーカは、例えば、物品又はＲＦＩＤマーカＩＤに
関連するデータを含む応答信号を持つ尋問信号に反応する。ＲＦＩＤ読取装置は応答信号
を検出してデータ又はＲＦＩＤタグＩＤを解読する。ＲＦＩＤ読取装置をハンドヘルドタ
イプの読取装置とすることができ、又は固定読取装置とし、そのそばをＲＦＩＤマーカを
担持する商品が通過するようにしてもよい。固定読取装置をＥＡＳシステムと同様のベデ
スタルに位置するアンテナとして構成することができるだろう。
【０００５】
　歴史的に、ＥＡＳ及びＲＦＩＤシステムにおいて、送信、受信又はトランシーバアンテ
ナはループタイプアンテナとして構成されてきた。そのようなループアンテナの欠点は、
それが例えば、スーパーマーケット、ドラッグ・ストア、大型マーケットなどのチェック
スタンドの金属構造のような金属構造に直接取り付けられると、容易に離調するというこ
とである、さらに、そのようなループアンテナの感度は自由空間において適切であるかも
しれないが、そのようなループアンテナの感度はまた、アンテナが金属構造に直接取り付
けられると自由空間での感度と比べて下がる。
【０００６】
　また、そのようなＥＡＳとＲＦＩＤシステムに使用する磁気コアアンテナ構成が開発さ
れている。磁気コアは、圧縮粉末鉄、又はフェライト、無定形積層磁気コア若しくはナノ
結晶積層層磁気コア等のいかなる他の適当な磁性体で形成される。フェライトコアアンテ
ナは自由空間で高感度かつ高Ｑ因子（Ｑ）を有する。しかし、それはまた、金属表面上に
直接置かれると、離調と感度減少を受け易い。この問題への１つの解決法は、磁気コアア
ンテナを取付面から取付距離、例えば、４～５センチメートル、スペースを挟んで離間さ
せることである。しかしながら、このスペースを挟んで離間させる解決法は、そのような
スペースに価値がある環境にアンテナを突出させることを必要とする。例えば、アンテナ
を狭いチェックアウト通路にはみ出させることができるが、これは客を妨げることになる
。従って、例えば、チェックスタンドのような金属構造物又はそのそばに取り付けられた
ときに、比較的離調しないＥＡＳ及びＲＦＩＤ用磁気コアアンテナの需要がある。さらに
、検出のために比較的高い出力感度を維持し、取付面から離れてはみ出すことのないアン
テナに対する需要がある。
【発明の好ましい実施の形態】
【０００７】
　本願で請求される内容の実施の形態の特徴と利点は以下の詳細な説明を読みかつ図面を
参照することにより明らかになる。図において、同様の要素には同様な番号を付している
。
【０００８】
　以下の詳細な説明は発明の説明のための実施の形態についてなされるが、多くの代替、
変更及び変形が可能であることは当業者にとって明らかである。従って、特許請求の範囲
の内容が広くみなされることを意図する。
【０００９】
　説明を簡便かつ容易にするために、ここに様々な磁気コアアンテナの実施の形態をＥＡ
Ｓシステムに関して説明するが、そのような磁気コアアンテナの実施の形態はＲＦＩＤシ
ステムにも使用することができる。したがって、ここに説明される実施の形態は説明のた
めのものであり、それに制限されるものではない。
【００１０】
　図１に言及し、本図は実施の形態の磁気コアアンテナ１０９を含むＥＡＳシステム１０
０を示す。ＥＡＳシステム１００は一般に、コントローラ１１０と磁気コアアンテナ１０
９を含んでいる。磁気コアアンテナ１０９をベデスタルなどのハウジング（図示省略）内
に設置することができる。コントローラ１１０をまた同じハウジング内に設置することが
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できるであろう。磁気コアアンテナ１０９をシールドプレート１８０に取り付けることが
でき、そして、シールドプレートをチェックスタンド１１５に取り付けることができるだ
ろう。
【００１１】
　図１の実施の形態で、アンテナ１０９をトランシーバアンテナとして構成し、関連のコ
ントローラ１１０は所定の時間間隔で送信機能から受信機能へ替わる適切な制御及びスイ
ッチングを含むことができる。当業者は、尋問ゾーン１０４の別々の側に位置する別々の
送信アンテナと受信アンテナとすることができ、そして、磁気コアアンテナ１０９をそれ
ぞれ両方として利用できることが理解できるであろう。
【００１２】
　ＥＡＳマーカ１０２を例えば、製造設備又は小売店において、保護されるべき各物品又
は資産の上に置くことができる。尋問ゾーン１０４に入る前にマーカが取り外されず又は
ディアクティベートされない場合、アンテナによって確立された電磁場はＥＡＳマーカ１
０２から応答を引き起こす。受信機として作動する磁気コアアンテナ１０９がこの応答を
受け、コントローラ１１０は、マーカが尋問ゾーン１０４にあることを示すことを含むＥ
ＡＳマーカ応答を検出する。
【００１３】
　図２は、図１の磁気コアアンテナ１０９の１実施の形態１０９ａを示す斜視図である。
この形態の磁気コアアンテナ１０９ａは磁気コア２０２と、一次共鳴巻線２０４と、二次
非共鳴巻線２０６を含む。磁気コア２０２の磁気特性と幾何学的形状は特殊用途のために
最適化することができる。磁気コア２０２の形をさまざまな形、例えば、長方形、円柱、
球体等にできるであろう。磁気コア２０２を圧縮粉末鉄、又は、フェライト、無定形積層
磁気コア若しくはナノ結晶積層磁気コア等のいかなる他の適当な磁性体から形成すること
ができるであろう。
【００１４】
　ナノ結晶積層磁気コアは、適当な絶縁被覆によってラミネートされたナノ結晶材料のリ
ボン含むことができ、隣接するリボンは互いに電気的に絶縁されている。ナノ結晶材料は
優れた高周波挙動を示し、ナノメートル範囲の構成粒径によって特徴付けられる。ここで
使用される用語「ナノ結晶材料」は、４０ｎｍ以下の最大寸法を有する粒子を含む材料を
いう。ある材料は約１０ｎｍから４０ｎｍまでの範囲の最大寸法を有する。模範的ナノ結
晶材料はＦｅＣｕＮｂＳｉＢ、ＦｅＺｒＮｂＣｕ及びＦｅＣｏＺｒＢＣｕの合金を含む。
これらの合金は。ＦＩＮＥＭＥＴ、ＮＡＮＯＰＥＲＭ及びＨＩＴＰＥＲＭの名で市販され
ている。
【００１５】
　一次共鳴巻線２０４を磁気コア２０２の周りに第１巻数Ｎｌ巻かれたワイヤコイル巻線
とすることができる。一次巻線２０４をまた始端２１２からスターとして共振コンデンサ
２０８に直列接続して終端２１４まで巻いて磁気コア２０２の全長に巻くことができる。
当業者に知られているように、共振コンデンサ２０８の値は、運用周波数、例えば、５８
ｋＨｚでアンテナに共鳴又は同調するように調整されるであろう。一次共鳴巻線２０４を
また誘電テープを使用することによって磁気コア２０２の全長の周りに巻くこととしても
よい。
【００１６】
　二次非共鳴巻線２０６を次に磁気コア２０２の周りに第２巻数Ｎ２巻くことができる。
二次非共鳴巻線２０６は一次巻線２０４の上に巻かれて一次共鳴巻線２０４に誘導的に結
合される。二次非共鳴巻線２０６をまた伝送路又はケーブル２２０に結合し、それをさら
にコントローラ１１０に結合することができる。コントローラ１１０は受信と送信の両方
の機能をサポートするように適切な励起及び検出サーキットリーを有することができる。
【００１７】
　掃引周波数、周波数ホッピング、周波数偏移符号化、振幅変調、周波数変調及びその他
特定のシステムの設計に依存する同様のものを含み、パルス波又は連続波検出法を使用し
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てコントローラ１１０を作動させるように構成できる。例えば、コントローラ１１０は、
伝送の間に、与えられた運用周波数、例えば、８．２ＭＨｚで伝送路又はケーブル２２０
に限定的な所要時間パルスを供給することができる。パルスは伝送路又はケーブル２２０
を介して磁気コアアンテナ荷重に伝えられる。伝送路又はケーブルは、反射を防ぐため信
号発生器インピーダンスにマッチするインピーダンス、例えば、５０オームを有すること
ができる。低周波数、例えば、５８ｋＨｚでは、伝送路又はケーブル２２０はインピーダ
ンスマッチングに関して重要でない。
【００１８】
　アンテナ１０９ａが受信アンテナとして利用されるとき、外部磁界信号へのアンテナ感
度は受信アンテナの重要なパラメータである。一般に、比較的より小さい外部磁界信号を
検出するために、より高い感度を有することが望ましい。アンテナ感度は適用された外部
磁界によって引き起こされた出力電圧の関数として決定される。受信アンテナ感度は一般
に、一次共鳴巻線２０４の巻数Ｎｌに対する二次非共鳴巻線２０６の巻数Ｎ２の比（Ｎ２
／Ｎ１比）が一定のままであるならば、アンテナのＱ因子（Ｑ）に比例して変化する。Ｑ
因子（Ｑ）は以下の（１）式で与えられる：
　　　　 Ｑ＝２Ｂｆ／Ｌ／Ｒ　　（１）
ここで、ｆはアンテナの運用周波数、Ｌは巻磁気コアの等価インダクタンス、Ｒは運用周
波数での実の等価インピーダンスである。
【００１９】
　また、磁気コアアンテナ１０９ａをシールドプレート１８０に取り付けることができる
。磁気コアアンテナを取り付けるチェックスタンド１１５と同様のあらゆる種類の材料で
シールドプレート１８０を作ることができる。そのような材料はアルミニウム、磁気鉄鋼
及び冷間圧延鋼を含むが、これらに限定されるものではない。磁気コアアンテナ１０９ａ
は、いったんシールドプレート１８０に取り付けられると、次に、シールドプレート１８
０に取り付けられている間に、例えば、共振コンデンサ２０８を調整することによって必
要な運用周波数に調整される。したがって、有利なことに、シールドされた磁気コアアン
テナが伝導材料又は鉄鋼材料、例えば、チェックスタンド１１５上に直接置かれると、ア
ンテナ１０９ａの共鳴周波数に最小量の変化があるので、いかなる有意義な離調がない。
【００２０】
　磁気コアアンテナ１０９ａがシールドプレート１８０上に置かれるとＱが減少し、Ｎ２
／Ｎ１比が一定のままであるならば、感度はまた比例して減少する。しかしながら、この
感度の損失は、Ｎ２／Ｎ１比を増強することによって補われるだろう。その上、二次非共
鳴巻線２０６から見られるように、磁気コアアンテナ１０９ａのインピーダンスは（Ｎ２
／Ｎ１）２として増大する。したがって、同じスペクトル応答を有し、より高い感度のア
ンテナが可能である。これは、磁気コアアンテナの入力インピーダンスと比べて、受信入
力インピーダンスが高いときに起こるだろう。すなわち、受信エレクトロニクスの出力イ
ンピーダンスは磁気コアアンテナインピーダンスへのロードを下げない。
【００２１】
　図３は例えば、一次共鳴巻線２０４の巻数Ｎｌに対する二次非共鳴巻線２０６の巻数Ｎ
２の比（即ち、Ｎ２／Ｎ１比）が固定されているアンテナの感度対Ｑを示すグラフ３００
である。図示のように、Ｎ２／Ｎ１比を変えずにＱを減少させると、関連して感度は減少
する。
【００２２】
　図４は、感度対Ｎ２／Ｎ１比のグラフ４００と、Ｑ対Ｎ２／Ｎ１比のグラフ４０２を示
す。Ｎ２／Ｎ１比が増えるのに従って、受信アンテナの感度は増強されるが、Ｑは一定の
ままである。有利なことに、これは、Ｑに影響を与えることなく、アンテナの感度を増強
するためにＮ２／Ｎ１比を上側に調整することを可能にする。ある場合においてはＱを変
更しないで受信アンテナの感度を増強するために、アンテナ１０９ａをシールドプレート
１８０に取り付けた後に、このＮ２／Ｎ１比を調整することができる。
【００２３】
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　図５は多くの実施例の１つの場合のＮ２／Ｎ１比、Ｑ及び相対感度値の表５００である
。表５００は、磁気コアアンテナ、例えば、図２の磁気コアアンテナ１０９ａであって、
自由空間で初期Ｎ２／Ｎ１比が０．２５、Ｑが２３及び感度がｘであるものを示す表であ
る。同じＮ２／Ｎ１比を有する磁気コアアンテナがシールドプレート１８０上に取り付け
られると、Ｑが８まで減少し、感度は比例して（８／２３）・ｘまで減少する。しかしな
がら、この感度損失は、Ｎ２／Ｎ１比を増することによって補われるだろう。Ｎ２／Ｎ１
比を０．２５から１．０まで増すと、感度は、０．２５のＮ２／Ｎｌ比を持つ自由空間で
の同じアンテナの感度ｘの約２倍（２ｘ）に増える。したがって、Ｎ２／Ｎ１比を増すこ
とによって、アンテナ１０９ａをシールドプレート１８０に取り付けることによって引き
起こされ無くなった感度を補うことができる。Ｎ２／Ｎ１比を１．０まで増すことはその
ような感度の損失を適切に補うことがわかった。
【００２４】
　図６は、１つの平面内で互いに垂直に配置された１組の磁気コアアンテナ６０２，６０
４を利用する磁気コアアンテナシステムの実施の形態６００を示す。磁気コアアンテナ６
０２，６０４を図２の磁気コアアンテナ１０９ａの実施の形態に一致させることができる
。例えば、横方向に向けた第１磁気コアアンテナ６０２が一次共鳴巻線６０３と二次非共
鳴巻線６０７を有することができる。一次共鳴巻線６０３は共鳴コンデンサ６０５に直列
に結びつけられる。同様に、縦方向に向けた第２磁気コアアンテナ６０４は一次共鳴巻線
６２１と二次非共鳴巻線６２３を有することができる。一次共鳴巻線６２１は共振コンデ
ンサ６２５に直列に結びつけられる。それぞれの磁気コアアンテナ６０２，６０４は，コ
ントローラ６４０によって個別に配列され又は同時に一緒に結合される。
【００２５】
　同時に一緒に結合される場合、関連する磁気コアアンテナ６０２，６０４の二次非共鳴
巻線６０７，６２３は伝送路又はケーブル６３８に結合される。磁気コアアンテナ６０２
，６０４はまたシールドプレート６８０に取り付けられ、シールドプレートに取り付けら
れている間に調整される。ここでも、シールドされた磁気コアアンテナ６０２，６０４が
伝導材料又は鉄である様々な材料、例えば、チェックスタンド１１５に取り付けられると
き、アンテナ６０２，６０４の共鳴周波数に最小量の変化がある。シールドプレート６８
０の特性をシールドプレート１８０のものと同様にすることができる。磁気コアアンテナ
システム６００は、ＥＡＳ又はＲＦＩＤシステムで受信アンテナとして使用されるとき、
改善された指向検出感度を供給することができるであろう。
【００２６】
　図７は、１つの平面内に配置された４つの磁気コアアンテナ７０２，７０４，７０６，
７０８を利用する別の実施の形態の磁気コアアンテナ７００を示す。それぞれの磁気コア
アンテナ７０２，７０４，７０６，７０８を図２の実施の形態の磁気コアアンテナ１０９
ａに一致させることができる。縦方向に指向する２つの磁気コアアンテナ７０２，７０４
を他の２つの横方向に指向する磁気コアアンテナ７０６，７０８の長さよりも若干長い距
離だけ離間させることができる。同様に、２つの水平に指向する磁気コアアンテナ７０６
，７０８を垂直に指向する磁気コアアンテナ７０２，７０４の長さよりわずかに大きい距
離離間させることができる。図６の実施の形態と同じように、それぞれの磁気コアアンテ
ナ７０２，７０４，７０６，７０８は関連するコントローラ（示されていない）によって
個別に配列され又は同時に一緒に結合される。１実施の形態の磁気コアアンテナ７００を
またシールドプレート７８０に取り付けることができ、シールドプレートに取り付けられ
ている間にそれを調整することができる。
【００２７】
　要約すると、ＥＡＳ又はＲＦＩＤ検出システムに使用する磁気コアアンテナシステムは
磁気コアアンテナを含むことができる。磁気コアアンテナは磁気コアと、磁気コアの少な
くとも一部の周りに配設され第１巻線はＮｌを有する第１共鳴巻線と、磁気コアの少なく
とも一部の周りに配設され第１巻線はＮｌより多い第２巻数を有する第２共鳴巻線を含む
ことができる。
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【００２８】
　別の実施の形態は方法を含む。方法は、シールドされた磁気コアアンテナを形成するた
めに磁気コアアンテナをシールドプレートに取り付け、シールドされた磁気コアアンテナ
をＥＡＳ又はＲＦＩＤシステムの運用周波数に調整することを含むことができる。
【００２９】
　さらに別の実施の形態はＥＡＳ又はＲＦＩＤシステムを含むことができる。システムは
磁気コアアンテナシステムを含むことができる。磁気コアアンテナシステムは磁気コアア
ンテナを含むことができる。磁気コアアンテナは磁気コア、磁気コアの少なくとも一部の
周りに配設された第１巻数Ｎ１を有する第１共鳴巻線及び磁気コアの少なくとも一部の周
りに配設され第１巻数Ｎ１よりも多い第２巻数Ｎ２を有する第２非共鳴巻線を有する。磁
気コアアンテナシステムは、第２非共鳴巻線から信号を受け取るために第２非共鳴巻線に
結合されたコントローラをさらに含むことができる。
【００３０】
　さらに別の実施の形態はＥＡＳ又はＲＦＩＤ検出システムに使用するアンテナシステム
を含むことができる。アンテナシステムは第１磁気コアアンテナと、第２磁気コアアンテ
ナを含むことができ、第１磁気コアアンテナと第２磁気コアアンテナは１つの平面内にお
いて互いに垂直に配置されている。
【００３１】
　またさらに別の実施の形態では、ＥＡＳ又はＲＦＩＤ検出システムに使用するアンテナ
システムを含むことができる。アンテナシステムは、それぞれが水平な向きの長さを有す
る第１磁気コアアンテナ及び第２磁気コアアンテナと、該第１磁気コアアンテナ及び第２
磁気コアアンテナの向きに垂直な向きの長さを有する第３及び第４磁気コアアンテナを含
むことができる。第１、第２、第３及び第４磁気コアアンテナは１つの平面内に位置する
ことができる。
【００３２】
　有利なことに、これらの実施の形態の磁気コアアンテナをＥＡＳ及びＲＦＩＤシステム
の比較的高い感度を備える受信機アンテナとして利用することができる。一次共鳴巻線の
巻数Ｎｌに対する二次非共鳴巻線の巻数Ｎ２の比を調整することによって、感度を増すこ
とができる。
【００３３】
　また、これらの実施の形態の磁気コアアンテナをシールドプレートに取り付け、次に、
運用周波数に調整することができる。次に、シールドプレートがチェックスタンドに見ら
れるような金属表面の上又は近くのフィールドに取り付けられるとき、シールドされた磁
気コアアンテナは比較的離調しないままである。これは、かなりの量の離調が生じて関連
するＥＡＳ又はＲＦＩＤシステムの性能を下げ及び／又は取付けの間にフィールドにおい
て修復チューニングを必要とすることを防ぐ。その上、シールドされた磁気コアアンテナ
は、それがまた取付面から離れて突出しないように、ロープロファイルを必要とする領域
、例えば、チェックアウト通路の近くに取り付けられる。
【００３４】
　ここで使われた用語と表現は説明のために使用したものであり、それに制限するもので
はなく、その使用により、説明された特徴（又はそれの部分）のどんな同等物も除く意図
は全くなく、クレームの範囲の中で様々な変更が可能であると認められる。従って、クレ
ームがそのようなすべての同等物をカバーすることを意図する。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】模範的ＥＡＳシステムのブロックダイアグラムである。
【図２】図１のシステムで利用される磁気コアアンテナの１実施の形態のブロックダイア
グラムであり、送信機、受信機又はトランシーバモード運転のための一次共鳴コイル巻線
と二次非共鳴コイル巻線を示すものである。
【図３】図２のアンテナに関する感度対Ｑ因子のグラフである。
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【図４】図２のアンテナに関するＱ因子及び感度対一次共鳴巻線の巻数に対する二次非共
鳴巻線の巻数比のグラフである。
【図５】様々な条件の下で図２のアンテナの感度とＱ因子を比較する表である。
【図６】２つの直交する磁気コアアンテナを有する磁気コアアンテナシステムの別の実施
の形態のブロックダイアグラムである。
【図７】４つの磁気コアアンテナを有する磁気コアアンテナシステムの別の実施の形態の
ブロックダイアグラムである。

【図１】 【図２】
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【図４】

【図５】

【図６】 【図７】



(11) JP 2008-530857 A 2008.8.7

10

20

30

40

【国際調査報告】



(12) JP 2008-530857 A 2008.8.7

10

20

30

40



(13) JP 2008-530857 A 2008.8.7

10

20

30

40



(14) JP 2008-530857 A 2008.8.7

10

20

30

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,NL,PL,PT,RO,SE,SI,SK,TR),OA(BF,
BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CN,CO,
CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LC,LK,L
R,LS,LT,LU,LV,LY,MA,MD,MG,MK,MN,MW,MX,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PG,PH,PL,PT,RO,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,SY
,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,YU,ZA,ZM,ZW

(74)代理人  100121762
            弁理士　杉山　直人
(74)代理人  100126767
            弁理士　白銀　博
(74)代理人  100118647
            弁理士　赤松　利昭
(74)代理人  100138519
            弁理士　奥谷　雅子
(74)代理人  100120145
            弁理士　田坂　一朗
(74)代理人  100138438
            弁理士　尾首　亘聰
(74)代理人  100147740
            弁理士　保坂　俊
(72)発明者  コープランド、リチャード・エル
            アメリカ合衆国、フロリダ州　３３４６３、レイク・ウォース、レイク・ショア・ビレッジ・サー
            クル　５５４４
(72)発明者  ホール、ステュワート・イー
            アメリカ合衆国、フロリダ州　３３４１４、ウェリントン、ウィンブレル・ロード　１２５０
(72)発明者  ファレル、ウィリアム・エム
            アメリカ合衆国、フロリダ州　３３４１２、ウェスト・パルム・ビーチ、シトラス・グローブ・ブ
            ールバード　１２７８３
Ｆターム(参考) 5B058 CA17  KA02  KA24 
　　　　 　　  5J046 AA02  AA12  AB11  TA03 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

